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〈
特
集
論
文
〉 

中
学
校
史
の
一
八
八
〇
年
代
（
そ
の
一
） 

―
中
学
校
の
性
格
の
変
遷

―

 

神
辺 

靖
光 

は
じ
め
に 

  

本
論
は
一
八
八
〇
年
代
の
中
学
校
を 

 

一 

そ
の
性
格
の
変
遷 

 

二 

教
育
内
容
と
方
法
の
形
成 

 

三 

設
置
方
式
の
推
移 

の
三
点
か
ら
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。 

  

本
稿
は
中
学
校
の
性
格
の
変
遷
に
つ
い
て 

 

一 

外
国
語
学
校
の
消
滅 

 

二 

漢
学
塾
と
決
別 

 

三 

師
範
学
校
か
ら
の
独
立 

に
つ
い
て
述
べ
る
。 

 

一 

外
国
語
学
校
の
消
滅 

 

外
国
語
学
校
の
登
場 

 

明
治
五
年
六
月
頃
、
文
部
省
は
太
政
官
に
「
学
制
発
行
ノ
儀
」
を
伺
っ
た

が
、
そ
の
文
章
中
に
「
後
来
ノ
目
的
ヲ
期
シ
当
今
着
手
之
順
序
ヲ
立
ル
左
ノ

如
シ
」
と
い
う
一
書
が
あ
る
（
１
）

。 

 

そ
こ
に
「
各
大
区
中
漸
次
中
学
ヲ
設
ク
ベ
キ
事
」
の
一
項
が
あ
り
、
将
来

は
各
大
区
（
大
学
区
の
こ
と
）
に
大
学
を
興
す
べ
き
だ
け
れ
ど
、
今
は
生
徒

が
そ
の
域
に
達
し
て
い
な
い
か
ら
、
ま
ず
各
大
区
中
に
一
、
二
の
中
学
校
を

興
し
、
西
洋
教
師
に
よ
る
教
育
を
は
じ
め
た
い
と
す
る
趣
旨
が
載
っ
て
い
る

（
２
）

。 

 

こ
れ
が
「
学
制
」
実
施
直
後
に
で
き
た
第
一
大
学
区
第
一
番
中
学
（
旧
南

校
）
、
第
二
番
中
学
（
南
校
内
旧
語
学
稽
古
所
）
、
第
四
大
学
区
第
一
番
中

学
（
旧
大
坂
開
成
所
）
、
第
六
大
学
区
第
一
番
中
学
（
旧
長
崎
広
運
館
）
で
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あ
る
。 

 
ま
た
伺
文
書
の
一
つ
に
学
校
の
進
学
を
示
す
図
が
あ
る
（
３
）

。
こ
れ
は
大

学
↑
中
学
↑
小
学
と
な
っ
て
い
る
が
二
系
統
あ
っ
て
一
つ
は
す
べ
て
日
本

語
で
教
え
る
も
の
、
一
つ
は
外
国
語
で
教
え
る
も
の
（
た
だ
し
小
学
は
日
本

語
と
外
国
語
と
併
用
）
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
中
学
以
上
は
日
本
語
と
外

国
語
と
二
系
統
で
構
想
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
明
治
五
年
の

「
学
制
」
で
は
「
中
学
ハ
小
学
ヲ
経
タ
ル
生
徒
ニ
普
通
ノ
学
科
ヲ
教
ル
所
」

（
第
二
十
九
章
）
と
規
定
し
、
「
学
業
ノ
順
序
ヲ
踏
マ
ス
シ
テ
洋
語
ヲ
教
ヘ

又
ハ
医
学
ヲ
教
ル
モ
ノ
ヲ
通
シ
テ
変
則
中
学
ト
称
ス
ヘ
シ
」
（
第
三
十
章
）

「
当
今
外
国
人
ヲ
以
テ
教
師
ト
ス
ル
学
校
ニ
於
テ
ハ
大
学
教
科
ニ
非
サ
ル

以
下
ハ
通
シ
テ
之
ヲ
中
学
ト
称
ス
」
（
第
三
十
一
章
）
と
な
っ
た
。
外
国
語

で
教
え
る
中
学
は
変
則
、
即
ち
臨
時
措
置
と
読
め
る
。
し
か
し
文
部
省
は
五

年
八
月
十
七
日
（
旧
暦
）
、
「
外
国
教
師
ニ
テ
教
授
ス
ル
医
学
教
則
」
「
外

国
教
師
ニ
テ
教
授
ス
ル
中
学
教
則
」
を
公
布
し
て
（
文
部
省
布
達
番
外
）
外

国
語
の
中
学
校
を
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
に
後
れ
て
九
月
八
日
、

「
小
学
教
則
」
と
一
緒
に
「
中
学
教
則
略
」
（
文
部
省
布
達
番
外
）
を
布
達

し
た
。
「
学
制
」
の
本
文
に
あ
る
日
本
語
中
学
正
系
、
外
国
語
中
学
変
則
の

順
位
が
逆
転
し
た
感
が
あ
る
。 

 

し
か
る
に
「
学
制
」
の
中
学
教
則
が
で
た
約
八
ヶ
月
後
の
一
八
七
三
年
四

月
二
八
日
、
専
門
学
校
と
外
国
語
学
校
に
関
す
る
「
学
制
二
編
追
加
」
（
文

部
省
布
達
五
七
号
）
が
で
た
。 

 

 

外
国
教
師
ニ
テ
教
授
ス
ル
高
尚
ナ
ル
学
校
法
学
校
理
学
校

諸
芸
学
校
ノ
類

之
ヲ
汎
称
シ
テ
専

門
学
校
ト
云
フ
（
第
一
九
〇
章
） 

 

専
門
学
校
ニ
入
ル
モ
ノ
ハ
彼
ノ
言
語
相
通
セ
サ
レ
バ
其
学
術
ヲ
得
ル

能
ハ
ス
故
ニ
外
国
語
学
ヲ
学
ハ
サ
ル
ヲ
得
ス
コ
レ
外
国
語
学
校
ヲ
設
ク

ル
所
以
ナ
リ
（
第
一
九
四
章
） 

 

 

附
け
た
り
の
よ
う
に
通
弁
養
成
も
か
ね
る
（
第
一
九
五
章
）
と
し
て
い
る

が
、
外
国
語
学
校
は
専
門
学
校
進
学
の
た
め
の
予
備
校
と
し
て
想
定
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
学
制
本
編
で
は
大
学
も
中
学
も
さ
き
の
こ
と
と
し
た
の
に
、
八

ヶ
月
後
、
急
に
専
門
学
校
、
外
国
語
学
校
を
想
起
し
た
理
由
を
文
部
卿
・
大

木
喬
任
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
４
）

。 

今
、
わ
が
国
が
急
務
と
す
る
所
は
「
百
般
ノ
工
芸
技
術
及
天
文
窮
理
医
療

法
律
経
済
等
」
の
実
事
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
わ
が
国
の
学
問
は
西

洋
各
国
に
及
ば
な
い
。
本
来
、
学
問
は
中
学
か
ら
進
学
し
た
大
学
で
行
う
べ

き
だ
が
、
悠
長
な
こ
と
は
し
て
い
ら
れ
な
い
。
専
門
学
校
は
順
序
を
踏
ま
な

い
こ
と
と
す
る
。
だ
が
実
事
は
決
し
て
劣
ら
な
い
筈
で
あ
る
。
ま
ず
外
国
人

教
師
に
つ
い
て
専
門
学
事
を
学
ぶ
、
そ
れ
が
で
き
た
ら
日
本
語
に
よ
っ
て
日

本
人
に
教
え
た
ら
よ
い
。
さ
し
当
り
外
国
語
を
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ

て
学
制
中
の
「
外
国
教
師
ニ
テ
教
授
ス
ル
中
学
教
則
」
を
編
成
し
直
し
、
修

業
年
限
を
短
縮
し
て
外
国
語
学
校
教
則
を
つ
く
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
て
四
年
制
の
外
国
語
学
校
が
成
立
し
た
。
入
学
資
格
は
小
学
校
卒

業
生
で
十
四
歳
以
上
（
第
一
九
五
章
）
と
い
う
の
だ
か
ら
、
さ
き
に
決
め
た
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上
下
二
等
の
中
学
校
と
外
国
語
学
校
が
並
立
す
る
デ
ュ
ア
ル
コ
ー
ス
に
な

っ
た
。 

「
学
制
二
編
」
の
外
国
語
学
校
の
規
定
を
受
け
て
文
部
省
は
各
大
学
区
本

部
に
官
立
外
国
語
学
校
を
設
置
し
た
。
即
ち
東
京
、
愛
知
、
大
阪
、
広
島
、

長
崎
、
新
潟
、
宮
城
の
七
官
立
外
国
語
学
校
で
あ
る
。 

 府
県
の
学
校
登
記 

 

『
文
部
省
第
二
年
報
』
付
録
の
「
明
治
七
年
・
外
国
語
学
校
統
計
表
」
に

修
文
館
（
神
奈
川
県
）
以
下
八
校
の
公
立
外
国
語
学
校
と
攻
玉
学
舎
（
東
京

府
）
以
下
七
四
の
私
立
外
国
語
学
校
が
、
「
明
治
七
年
・
中
学
校
統
計
表
」

に
成
美
学
校
（
愛
知
県
）
以
下
一
一
の
公
立
中
学
校
と
肇
修
夜
黌
（
東
京
府
）

以
下
二
一
の
私
立
中
学
校
が
あ
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
既
設
の
洋
学
校
や

漢
学
校
に
外
国
語
学
校
、
中
学
校
の
名
を
被
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

認
定
は
誰
が
如
何
な
る
手
続
き
で
し
た
も
の
か
。 

 

文
部
省
は
当
初
か
ら
学
校
調
査
を
行
っ
て
き
た
が
「
学
制
」
公
布
後
、
調

査
方
法
や
調
査
の
上
申
ル
ー
ト
を
細
か
く
決
め
、
一
八
七
五
年
初
頭
に
は
表

式
と
と
も
に
記
載
責
任
を
府
県
（
学
務
課
）
と
し
た
（
明
治
八
年
一
月
十
七

日
文
部
省
達
一
号
）
。
こ
の
表
式
を
「
公
私
学
校
表
」
と
言
い
、
府
県
は
管

内
の
諸
教
育
施
設
を
公
立
・
私
立
の
小
学
校
、
中
学
校
、
外
国
語
学
校
に
区

分
し
て
登
記
す
る
の
で
あ
る
。
あ
る
漢
学
塾
を
私
立
中
学
校
欄
に
、
あ
る
洋

学
校
を
公
立
外
国
語
学
校
欄
に
書
き
込
む
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
表

が
文
部
省
に
送
ら
れ
、
『
文
部
省
年
報
』
付
録
の
「
公
私
学
校
表
」
に
な
っ

て
回
送
さ
れ
る
と
私
立
中
学
校
、
公
立
外
国
語
学
校
と
し
て
公
認
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
。
従
っ
て
府
県
の
学
校
登
記
は
学
校
認
可
に
外
な
ら
な
い
。
し
か

ら
ば
府
県
は
管
内
の
私
塾
や
校
舎
教
場
を
持
つ
学
校
を
片
端
か
ら
中
学
校

や
外
国
語
学
校
に
認
定
し
た
の
か
と
言
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
二
、
三
の
県

を
調
査
し
た
が
、
同
時
期
存
在
し
た
私
学
私
塾
の
全
部
が
私
立
中
学
校
や
私

立
外
国
語
学
校
に
な
っ
て
は
い
な
い
。
あ
る
選
別
が
行
わ
れ
た
。
で
は
何
を

基
準
と
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
の
「
中
学
教
則
略
」
や
「
外
国
語
学
校
教

則
」
が
参
考
に
さ
れ
た
で
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
教
則
に
準
拠
し
た

学
校
は
官
立
と
言
え
ど
も
一
校
も
な
い
の
で
あ
る
。
東
京
府
の
例
で
言
う
と 

英
仏
独
等
ノ
如
キ
語
学
ヲ
修
ム
ル
者
ハ
外
国
語
学
校 

 

高
尚
ナ
ラ
ザ
ル
一
ツ
ノ
専
門
学
科
ヲ
修
ム
ル
者
ハ
中
学
校 

（
実
際
は
漢
学
塾
） 

（
明
治
九
年
九
月
二
十
五
日
・
東
京
府
宛
文
部
省
報
告
課
〈
「
明
治
九
年
・ 

諸
管
省
往
復
留
」
・
東
京
府
公
文
書
〉
） 

と
い
う
程
度
の
基
準
で
学
校
種
別
が
認
可
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
た
大
ま
か
な
選
別
で
あ
っ
た
が
、
一
八
七
八
年
ま
で
に
府
県
に
よ

っ
て
認
可
さ
れ
た
外
国
語
学
校
は 

 

公
立 

 

一
二
校 

 
私
立 

一
六
五
校 

八
〇
年
ま
で
に
認
可
さ
れ
た
中
学
校
は 

 

公
立 
一
七
二
校 

 

私
立 

九
五
一
校 
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に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
５
）

。 

 
官
立
外
国
語
学
校
の
廃
止
、
県
立
中
学
校
へ 

 

一
八
七
四
年
十
二
月
、
官
立
東
京
外
国
語
学
校
は
英
語
科
を
分
離
し
て
東

京
英
語
学
校
と
し
、
他
の
六
官
立
外
国
語
学
校
は
す
べ
て
英
語
学
校
と
改
称

し
た
（
明
治
七
年
十
二
月
二
十
七
日
、
文
部
省
布
達
二
九
号
・
三
〇
号
）
。

開
国
以
来
、
英
語
が
最
も
広
く
用
い
ら
れ
た
し
、
英
語
の
教
師
も
多
く
、
生

徒
も
英
語
志
望
が
多
か
っ
た
。
開
成
学
校
は
は
じ
め
、
す
べ
て
の
学
科
を
英

独
仏
三
箇
国
語
で
や
ろ
う
と
し
た
が
、
そ
の
繁
雑
さ
を
悟
り
、
一
部
の
学
科

の
外
は
英
語
で
や
る
こ
と
に
し
た
（
６
）

。
官
立
外
国
語
学
校
か
ら
英
語
学
校

へ
の
転
換
は
こ
う
し
た
こ
と
に
よ
る
。
公
立
外
国
語
学
校
は
京
都
の
独
逸
学

校
、
仏
学
校
の
外
、
す
べ
て
英
語
学
校
で
あ
り
、
私
立
外
国
語
学
校
は
ご
く

一
部
を
除
く
殆
ん
ど
が
英
語
学
校
で
あ
っ
た
（
７
）

。 

 

七
七
年
二
月
、
文
部
省
は
東
京
、
大
阪
を
除
く
愛
知
、
広
島
、
長
崎
、
新

潟
、
宮
城
の
五
官
立
英
語
学
校
を
廃
止
し
た
（
明
治
十
年
二
月
十
九
日
・
文

部
省
布
達
一
号
）
。
廃
止
の
理
由
は
文
部
省
定
額
の
大
幅
削
減
に
あ
っ
た
（
太

政
類
典
第
二
編
）
（
８
）

。
し
か
し
英
語
学
校
当
事
者
か
ら
英
語
学
校
の
存
在

意
義
を
問
う
声
も
あ
が
っ
て
い
た
（
９
）

。 

 

官
立
東
京
英
語
学
校
は
七
七
年
四
月
、
東
京
開
成
学
校
予
科
と
合
併
し
て

東
京
大
学
予
備
門
と
な
り
、
官
立
大
阪
英
語
学
校
は
七
九
年
四
月
、
官
立
大

阪
専
門
学
校
に
な
る
が
（
１
０
）

、
文
部
省
は
他
の
官
立
英
語
学
校
を
該
地
の

県
立
中
学
校
に
引
き
継
が
せ
よ
う
と
し
た
（
１
１
）

。
か
く
し
て
宮
城
英
語
学

校
は
県
立
仙
台
中
学
校
（
後
宮
城
中
学
校
と
改
称
）
に
な
り
（
１
２
）

、
愛
知

英
語
学
校
は
県
立
愛
知
中
学
校
に
な
り
（
１
３
）

、
新
潟
英
語
学
校
は
県
立
新

潟
学
校
に
な
り
（
１
４
）

、
広
島
県
英
語
学
校
は
広
島
英
学
校
（
八
ヶ
月
後
に

広
島
県
中
学
校
）
に
な
り
（
１
５
）

、
長
崎
英
語
学
校
は
県
立
長
崎
中
学
校
に

な
っ
た
（
１
６
）

。 

 

公
立
私
立
外
国
語
学
校
の
中
学
校
転
記 

 

『
文
部
省
年
報
』
付
録
「
公
私
学
校
表
」
に
お
い
て
一
八
七
〇
年
代
の
公

立
外
国
語
学
校
は
一
四
校
あ
る
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
幕
藩
時
代
、
神
奈
川
奉

行
所
が
設
置
し
た
通
辞
養
成
の
た
め
の
学
校
を
起
源
に
持
つ
横
浜
の
修
文

館
や
加
賀
藩
の
洋
学
校
を
起
源
と
す
る
金
沢
の
英
学
校
、
藩
が
発
起
し
た
が

開
校
は
廃
藩
後
に
な
っ
た
熊
本
の
洋
学
校
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
京
都
の
独
乙

学
校
・
英
学
校
・
仏
学
校
は
七
〇
年
、
京
都
府
が
プ
ロ
シ
ヤ
人
ル
ド
ル
フ
レ

ー
マ
ン
を
雇
っ
て
開
始
し
た
授
業
が
そ
の
発
端
で
あ
る
し
、
新
潟
学
校
は
平

民
・
石
附
五
作
が
は
じ
め
た
洋
学
私
学
が
起
源
で
あ
っ
た
。
し
か
し
あ
る
時

期
か
ら
府
や
県
が
こ
れ
を
管
轄
し
、
民
費
等
に
よ
っ
て
経
営
し
た
の
で
七
四

年
か
ら
の
「
公
私
学
校
表
」
で
は
公
立
外
国
語
学
校
と
登
記
さ
れ
て
い
る
。

学
制
期
に
福
岡
の
英
語
学
校
、
熊
本
の
洋
学
校
、
山
形
英
語
学
校
な
ど
が
開

設
さ
れ
た
が
い
ず
れ
も
短
命
で
あ
っ
た
（
１
７
）

。
七
八
年
、
七
九
年
に
公
立

中
学
校
に
転
記
さ
れ
た
の
は
京
都
の
独
乙
学
校
、
英
学
校
、
英
女
学
校
、
新

潟
学
校
の
四
校
で
あ
る
（
１
８
）

。 

 

「
公
私
学
校
表
」
に
登
記
さ
れ
た
私
立
外
国
語
学
校
は
一
六
五
校
で
あ
る
。
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う
ち
一
一
七
校
は
東
京
府
に
あ
っ
た
。
実
に
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
東
京
に
集

中
し
て
い
た
。
そ
の
中
に
は
福
澤
諭
吉
の
慶
応
義
塾
、
近
藤
真
琴
の
攻
玉
塾
、

佐
野
鼎
の
共
立
学
校
な
ど
幕
末
維
新
期
に
で
き
た
高
名
な
洋
学
塾
か
ら
出

立
し
た
も
の
も
あ
る
。
七
六
年
、
東
京
の
私
立
外
国
語
学
校
は
六
三
校
で
あ

る
が
、
う
ち
四
一
校
が
私
立
中
学
に
登
記
さ
れ
、
他
は
「
学
校
表
」
か
ら
一

た
ん
姿
を
消
す
（
１
９
）

。 

 

東
京
府
以
外
で
私
立
外
国
語
学
校
と
し
て
登
記
さ
れ
た
も
の
は
四
八
校

あ
っ
た
。
静
岡
県
浜
松
の
用
行
義
塾
、
八
幡
島
学
校
、
沼
津
の
集
成
舎
、
佐

野
郡
倉
真
村
の
冀
北
学
舎
、
三
重
県
山
田
の
宮
崎
学
校
、
和
歌
山
県
和
歌
山

の
自
脩
学
舎
、
日
進
学
舎
、
京
都
の
同
志
社
、
青
森
県
弘
前
の
東
奥
義
塾
、

陶
化
学
校
、
山
形
県
の
米
沢
学
校
等
が
著
名
で
あ
る
。 

 

七
七
年
、
和
歌
山
の
自
脩
学
舎
が
私
立
中
学
校
に
転
記
。
七
八
年
か
ら
七

九
年
に
か
け
て
飯
尾
学
舎
（
千
葉
県
）
、
明
治
学
校
（
名
古
屋
）
、
冀
北
学

舎
、
杏
村
舎
（
大
阪
）
、
東
奥
義
塾
、
米
沢
学
校
が
転
記
さ
れ
て
私
立
中
学

校
に
な
っ
た
（
２
０
）

。 

 

か
く
し
て
教
育
令
の
公
布
を
待
た
ず
し
て
「
学
制
二
編
」
に
規
定
さ
れ
た

外
国
語
学
校
は
消
滅
し
、
あ
げ
て
中
学
校
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
七
九
年
の

「
教
育
令
」
か
ら
外
国
語
学
校
の
種
類
が
な
く
な
り
、
八
〇
年
代
に
な
る
と

中
学
校
と
並
立
す
る
外
国
語
学
校
は
消
滅
し
た
。 

   

二  

漢
学
塾
と
決
別 

 

学
校
と
塾
の
違
い 

 

「
学
制
」
に
「
官
立
私
立
ノ
学
校
及
私
塾
家
塾
ヲ
論
セ
ス
其
学
校
限
リ
定

ム
ル
所
ノ
規
則
云
々
」
（
第
一
四
章
）
と
あ
る
か
ら
広
義
の
学
校
の
中
に
狭

義
の
学
校
と
私
塾
と
家
塾
が
包
含
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
で
は
狭
義
の
学
校
と

私
塾
家
塾
は
ど
こ
が
違
う
の
か
。
私
塾
家
塾
は
私
宅
で
教
え
る
も
の
で
免
状

あ
る
教
師
が
教
え
る
も
の
が
小
学
私
塾
、
中
学
私
塾
。
無
免
許
教
師
の
塾
が

小
学
家
塾
、
中
学
家
塾
と
「
学
制
」
で
は
規
定
さ
れ
て
い
る
（
第
二
八
章
、

第
三
二
章
）
。
と
な
る
と
狭
義
の
学
校
は
私
宅
教
授
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

少
く
と
も
特
定
の
教
場
、
校
舎
を
持
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
教
場
、
校
舎
を
想
定
し
た
条
文
は
「
学
制
章
程
」
に
は
な
い
。 

 

規
定
は
な
い
が
、
暗
黙
の
了
解
で
、
各
地
で
校
舎
の
建
築
が
は
じ
ま
っ
た
。

だ
が
独
立
の
校
舎
は
簡
単
に
は
た
て
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
神
社
寺
院
に
暫
定

的
に
間
借
り
す
る
も
の
が
続
出
し
た
。
こ
う
し
た
実
情
を
み
て
、
文
部
省
は

「
神
社
寺
院
ニ
於
テ
開
ク
学
校
ハ
私
宅
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
総
テ
学
校
ト

称
ス
ル
ヲ
得
ヘ
シ
」
（
明
治
六
年
三
月
、
学
制
二
編
一
五
八
章
）
と
し
た
。

か
く
し
て
私
宅
以
外
の
教
場
・
校
舎
を
持
つ
も
の
が
私
立
学
校
＝
私
学
と
い

う
用
語
が
興
っ
た
の
で
あ
る
。
東
京
都
公
文
書
館
に
「
明
治
六
年
・
開
学
願

書
」
「
明
治
六
年
・
開
学
願
書
・
私
学
之
部
」
の
簿
冊
が
あ
る
が
前
者
は
私

塾
。
後
者
に
は
中
村
敬
宇
の
同
人
社
等
の
教
場
を
持
つ
私
学
書
類
が
綴
じ
ら
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れ
て
い
る
。 

 
と
こ
ろ
で
同
人
社
と
言
っ
て
も
中
村
敬
宇
の
邸
宅
の
一
部
が
教
場
に
な

っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
（
２
１
）

。
東
京
新
銭
座
の
攻
玉
社
は
慶
応
義
塾

が
三
田
に
移
転
し
た
後
に
入
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
旧
有
馬
家
の
中
屋

敷
で
あ
っ
た
。
こ
の
屋
敷
が
攻
玉
社
の
校
舎
と
寄
宿
舎
に
な
っ
た
が
校
主
・

近
藤
真
琴
の
住
居
も
こ
の
中
に
あ
っ
た
（
２
２
）

。
三
田
の
旧
島
原
藩
邸
に
移

っ
た
慶
応
義
塾
は
こ
れ
と
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
広
大
な
敷
地
で
あ
る
が
、

こ
の
校
地
内
に
福
澤
諭
吉
の
私
宅
が
あ
っ
た
（
２
３
）

。
私
立
中
学
校
に
登
記

さ
れ
て
い
る
兵
庫
県
養
父
市
八
鹿
町
に
現
存
す
る
青
谿
書
院
を
訪
ね
た
こ

と
が
あ
る
。
塾
主
・
池
田
草
庵
の
住
宅
が
校
舎
で
あ
り
、
広
間
が
教
場
、
狭

い
二
階
が
寄
宿
部
屋
で
あ
っ
た
。
私
宅
で
教
え
る
も
の
が
私
塾
、
特
定
の
教

場
を
持
つ
も
の
が
私
立
学
校
、
即
ち
私
学
と
さ
れ
た
が
、
右
に
見
る
如
く
当

時
の
建
物
は
こ
れ
を
明
確
に
区
別
で
き
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

校
地
の
中
に
校
長
の
私
宅
が
あ
る
私
立
学
校
の
風
景
は
現
在
ま
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
。 

 

前
述
の
如
く
私
塾
家
塾
の
別
は
教
師
の
免
状
の
有
無
で
分
け
た
が
、
一
ヶ

月
後
に
は 

 

筆
学
算
術
素
読
授
与
之
類
モ
家
塾
同
様
可
心
得
候
事
（
明
治
五
年
九
月

日
欠
・
文
部
省
達
第
二
七
号
） 

と
加
え
た
。
よ
っ
て
以
後
、
旧
寺
子
屋
は
家
塾
、
よ
り
上
級
の
洋
漢
学
塾
は

私
塾
と
さ
れ
た
。
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
の
「
明
治
六
年
・
開
学
明
細
書
」

は
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

私
立
学
校
の
規
定 

 

明
治
五
年
九
月
の
「
文
部
省
日
誌
三
号
」
に
次
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
あ

る
。 

 

群
馬
県
か
ら
の
伺 

 

学
制
中
第
十
四
章
官
立
私
立
学
校
云
々
ト
有
之
候
ハ
中
学
区
中
二
百

十
小
学
校
ノ
外
ヲ
私
立
ト
相
心
得
可
然
哉 

 

右
ヘ
指
令 

 

中
学
区
中
二
百
餘
ニ
分
ツ
ハ
小
学
ノ
普
及
ヲ
欲
ス
ル
目
途
ナ
レ
ハ
官

立
私
立
ヲ
不
論
其
数
ニ
充
ル
ヲ
期
ス
ヘ
シ 

 

但
官
費
ヲ
以
設
立
ス
ル
モ
ノ
ハ
官
立
民
費
ヲ
以
テ
ス
ル
モ
ノ
ハ
私
立

ト
可
相
心
得
事
（
２
４
） 

 

 

官
費
の
も
の
は
官
立
学
校
、
民
費
の
も
の
は
私
立
学
校
と
ま
こ
と
に
わ
か

り
易
い
分
類
に
み
え
る
が
、
実
は
官
費
、
民
費
の
理
解
が
混
乱
し
て
い
た
の

で
あ
る
。 

 

七
三
年
か
ら
文
部
省
は
小
学
児
童
一
人
九
厘
の
小
学
扶
助
金
を
府
県
に

交
付
し
た
。
こ
れ
は
官
費
だ
が
府
県
を
通
じ
て
、
目
下
建
設
中
の
全
国
の
小

学
校
に
扶
助
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
小
学
校
は
住
民
に
課
賦
す

る
民
費
（
後
の
町
村
税
と
思
え
ば
よ
い
）
、
寄
附
金
、
積
金
利
子
等
で
建
設

を
進
め
て
い
た
。
そ
こ
へ
少
額
な
が
ら
官
費
が
流
れ
込
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。

文
部
省
は
「
官
ノ
扶
助
ア
ル
モ
ノ
ハ
私
費
半
バ
過
グ
ト
モ
公
学
ト
称
ス
ベ
シ
」
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（
明
治
六
年
四
月
一
七
日
、
布
達
五
一
号
）
と
し
た
。
し
か
し
少
額
の
小
学

扶
助
金
は
学
区
取
締
の
給
料
や
旅
費
に
費
さ
れ
、
小
学
校
に
ま
で
行
き
渡
ら

な
い
所
が
あ
っ
た
（
例
・
木
更
津
県
、
長
野
県
、
岐
阜
県
）
。
官
学
、
公
学
、

私
学
の
使
用
は
混
乱
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。 

 

中
学
校
に
は
扶
助
金
が
な
い
。
若
松
県
で
は
県
令
が
人
民
に
献
金
を
求
め

て
共
立
学
校
を
た
て
「
仮
ニ
公
立
学
校
ト
ナ
シ
中
学
校
ト
看
做
シ
」
た
。
若

松
中
学
校
で
あ
る
。
一
方
、
県
民
の
献
金
し
た
授
産
費
の
利
息
金
で
で
き
た

和
歌
山
県
の
開
知
中
学
校
は
私
立
中
学
校
と
さ
れ
た
。
公
立
、
私
立
の
使
用

例
は
こ
の
よ
う
に
不
規
則
で
あ
っ
た
（
２
５
）

。 

 

こ
こ
に
お
い
て
文
部
省
は
七
四
年
八
月
二
十
九
日
、
「
布
達
二
二
号
」
を

発
し
た
。 

 

 

学
校
名
称
ノ
儀
区
々
相
成
候
テ
ハ
不
都
合
候
条
官
立
学
校
（
当
省
定
額

金
ヲ
以
テ
設
立
シ
直
チ
ニ
管
轄
ス
ル
モ
ノ
）
公
立
学
校
（
地
方
学
区
ノ
民

費
ヲ
以
テ
設
立
保
護
ス
ル
者
又
ハ
当
省
小
学
委
託
金
ノ
類
ヲ
以
テ
学
資

ノ
幾
分
ヲ
扶
助
ス
ル
モ
ノ
）
私
立
学
校
（
壱
人
或
ハ
幾
人
ノ
私
財
ヲ
以
テ

設
立
ス
ル
モ
ノ
）
ノ
三
種
別
判
然
可
相
立
此
旨
布
達
候
事 

 

 

右
は
以
後
六
十
数
年
間
の
日
本
の
学
校
設
置
種
別
を
定
め
た
こ
と
で
意

義
が
あ
り
、
地
域
住
民
の
挙
金
に
よ
る
施
設
機
関
を
公
立
と
し
た
点
に
お
い

て
劃
期
的
で
あ
る
が
（
旧
来
の
公
は
人
民
か
ら
み
て
お
か
み上
の
観
が
あ
る
）
、

私
立
学
校
に
つ
い
て
は
問
題
を
孕
ん
で
い
る
。
即
ち
「
壱
人
或
ハ
幾
人
ノ
私

財
ヲ
以
テ
設
立
」
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。
近
世
後
期
か
ら
明
治
維
新
に
か
け

て
全
国
的
に
で
き
た
漢
学
塾
は
一
人
の
学
者
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
と
並
ん
で
数
人
の
有
志
が
出
資
し
た
り
協
力
し
合
っ
て
で
き

た
共
立
学
校
、
共
同
学
舎
、
義
塾
と
い
っ
た
民
間
の
学
校
、
学
舎
が
明
治
維

新
期
に
で
き
始
め
た
。
「
壱
人
或
ハ
幾
人
ノ
私
財
」
は
こ
の
二
者
を
一
つ
に

し
て
私
立
学
校
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

七
四
年
九
月
二
三
日
、
文
部
省
は
従
来
家
塾
と
私
学
、
私
塾
の
開
業
手
続

き
が
違
っ
た
も
の
を
（
家
塾
の
開
業
は
簡
易
で
あ
っ
た
）
一
括
し
て 

 

従
前
私
塾
家
塾
ト
称
呼
候
者
総
テ
私
立
学
校
ニ
候
条
此
旨
可
相
心
得

事 

と
達
し
た
（
達
一
二
号
）
。 

 

有
志
共
立
の
私
学
は
洋
学
校
に
多
く
、
一
個
人
の
私
塾
は
概
ね
漢
学
塾
で

あ
る
。
よ
っ
て
共
立
私
学
は
私
立
外
国
語
学
校
に
な
り
、
漢
学
塾
は
私
立
中

学
校
に
な
っ
た
。
七
〇
年
代
の
私
立
中
学
は
殆
ん
ど
漢
学
塾
で
あ
る
。 

 

中
学
校
設
置
の
要
望 

 

明
治
五
年
八
月
の
「
旧
学
校
悉
皆
廃
止
令
」
（
文
部
省
達
一
三
号
）
、
同

年
同
月
の
「
中
学
校
設
置
之
儀
ハ
小
学
普
及
ノ
後
」
と
い
う「
文
部
省
日
誌
」

の
記
事
（
２
６
）

を
み
て
も
、
こ
れ
を
無
視
し
て
旧
藩
校
を
中
学
と
し
て
残
す

も
の
が
あ
っ
た
。
福
井
藩
立
中
学
校

↓
第
二
大
学
区
自
第
二
六
番
至
第
二

九
番
連
区
中
学
。
津
山
藩
校
修
道
館

↓
北
条
県
変
則
中
学
成
器
学
校
、
鳥

取
藩
校
尚
徳
館

↓
鳥
取
県
変
則
中
学
等
で
あ
る
（
２
７
）

。 
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新
し
い
中
学
教
育
を
は
じ
め
た
所
も
あ
る
。
和
歌
山
県
で
は
政
府
の
意
を

受
け
て
旧
藩
校
学
習
館
に
続
く
県
学
校
を
一
た
ん
廃
止
し
た
が
「
学
生
ヲ
シ

テ
一
朝
廃
学
セ
シ
ム
ル
ニ
忍
ビ
ザ
ル
ノ
情
況
」
に
よ
り
、
十
四
歳
以
上
の
生

徒
を
小
学
等
外
生
と
し
て
明
治
五
年
十
月
十
三
日
か
ら
中
学
の
仮
授
業
を

は
じ
め
た
（
２
８
）

。 

 

京
都
府
は
明
治
五
年
十
一
月
五
日
、
参
事
槙
村
正
直
、
知
事
長
谷
信
篤
の

連
名
で
仮
中
学
の
設
置
を
願
い
、
官
金
を
使
わ
な
い
こ
と
を
条
件
に
許
可
を

得
た
（
２
９
）

。
設
置
の
理
由
は
十
五
歳
を
過
ぎ
た
青
年
に
は
中
学
の
修
業
を

さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
言
う
も
の
で
あ
る
。 

 

岐
阜
町
で
も 

 

小
学
教
フ
ル
所
ノ
書
籍
已
ニ
読
了
リ
中
学
ノ
門
ニ
進
歩
セ
ン
ト
欲
ス

ル
生
徒
モ
亦
少
ナ
カ
ラ
ズ 

と
し
て
仮
中
学
の
設
置
を
県
に
請
願
し
て
い
る
（
３
０
）

。
相
川
県
（
佐
渡
）

で
は
県
学
脩
教
館
を
改
称
し
て
仮
中
学
と
し
て
、
和
漢
洋
学
の
変
則
教
則
で

授
業
を
進
め
た
（
３
１
）

。 

 

金
沢
藩
は
幕
末
以
来
各
種
の
学
校
を
つ
く
り
、
明
治
三
年
か
ら
四
年
に
か

け
て
藩
立
中
学
校
を
つ
く
っ
た
が
明
治
五
年
四
月
、
閉
校
し
た
（
３
２
）

。
明

治
七
年
の
「
石
川
県
学
事
年
報
」
は
述
べ
て
い
る
。 

 

 

当
県
ハ
士
族
殊
ニ
多
ク
旧
藩
以
来
中
学
ヲ
設
立
シ
茲
ニ
就
学
ス
ル
者

許
多
コ
レ
ア
リ
然
ル
ニ
学
制
発
行
已
降
専
ラ
小
学
ヲ
配
置
シ
一
時
旧
校

ヲ
閉
ツ
ル
ヲ
以
テ
青
年
ノ
徒
卒
然
方
向
ヲ
失
シ
袖
手
徒
食
竟
ニ
目
途
ヲ

誤
ル
ニ
至
ラ
ン
ト
ス
ル
ヲ
恐
ル
（
３
３
）

。 

  

発
足
当
初
の
文
部
省
官
員
は
革
新
の
意
気
に
燃
え
、
発
想
が
斬
新
で
あ
る

が
非
現
実
的
で
あ
り
、
硬
直
し
た
所
が
あ
る
。
古
い
教
育
を
一
掃
せ
よ
、
順

序
を
踏
め
、
小
学
が
普
及
し
て
か
ら
中
学
へ
進
め
と
言
う
が
、
小
学
が
普
及

す
る
間
、
中
学
相
当
年
齢
の
青
年
の
教
育
を
無
為
と
す
る
の
か
、
士
族
の
子

ど
も
は
幼
少
時
か
ら
四
書
の
素
読
を
受
け
て
い
る
。
今
更
な
が
ら
か
な
づ
か
い

綴
字
、

て
な
ら
い

習
字
、
ぎ
ょ
う
ぎ

修
身
の
さ
と
し

口
授
、
こ
と
ば
の

単
語
そ
ら
よ
み

暗
誦
な
ど
の
「
小
学
教
則
」
を
受
け
る
は
ず
が
な

い
。
士
族
の
子
ど
も
も
、
学
齢
を
超
え
た
青
年
も
新
し
い
学
校
制
度
の
も
と

で
は
行
き
場
が
な
か
っ
た
。
前
述
の
石
川
県
の
訴
え
は
こ
れ
を
鋭
く
指
摘
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
仮
教
則
で
も
変
則
で
も
中
学
校
設
置
の
要
求
は

地
方
府
県
か
ら
澎
湃
と
し
て
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

漢
学
塾
を
私
立
中
学
校
と
登
記 

 

こ
う
し
た
地
方
か
ら
の
訴
え
を
受
け
て
文
部
省
の
中
学
設
置
の
方
針
は

変
化
し
は
じ
め
た
。 

 

 

已
に
上
等
小
学
ノ
課
程
ヲ
卒
リ
将
ニ
中
学
ニ
従
事
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
輩

七
大
学
区
内
踵
相
接
グ
ニ
至
レ
リ
奈
何
セ
ン
全
国
ノ
設
備
普
カ
ラ
ス
教

育
ノ
方
法
猶
未
タ
尽
サ
ゞ
ル
ヲ
以
テ
鋭
意
篤
志
ノ
者
ア
リ
ト
雖
モ
本
業

ヲ
遂
ク
ル
ニ
由
ナ
ク
徒
ニ
拱
手
ノ
歎
ナ
キ
ヲ
免
レ
ズ
是
ニ
由
テ
之
ヲ
観
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レ
ハ
今
ヨ
リ
宜
ク
各
府
県
ニ
於
テ
更
ニ
中
学
ヲ
開
キ
爰
ニ
向
学
ノ
線
路

ヲ
洞
通
シ
以
テ
益
人
智
ヲ
誘
導
シ
テ
駸
々
上
達
ノ
域
ニ
赴
カ
シ
ム
ヘ
キ

ナ
リ
（
『
文
部
省
第
二
年
報
』
明
治
七
年
）
（
３
４
） 

 

 

「
中
学
設
置
は
小
学
普
及
の
後
」
か
ら
「
向
学
ノ
線
路
を
洞
通
」
す
る
た

め
積
極
的
に
「
中
学
を
開
け
」
に
転
換
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
具
体
的
な

中
学
像
は
示
さ
な
か
っ
た
。
さ
き
の
官
立
公
立
私
立
の
三
種
別
を
受
け
て
私

塾
家
塾
は
す
べ
て
私
立
学
校
と
し
、
そ
の
開
業
は
地
方
官
が
聞
届
け
、
書
類

を
三
月
ま
と
め
て
文
部
省
に
送
れ
ば
よ
い
と
し
た
（
明
治
七
年
九
月
二
三
日
、

文
部
省
達
一
二
号
）
。
つ
ま
り
、
す
で
に
開
業
願
が
で
た
私
塾
、
家
塾
を
私

立
学
校
と
し
て
そ
れ
を
小
学
校
、
中
学
校
、
外
国
語
学
校
に
ふ
り
分
け
て
登

記
し
、
そ
の
書
類
が
文
部
省
に
届
け
ば
即
ち
学
校
が
認
可
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
と
い
う
前
述
の
「
公
私
学
校
表
」
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
「
学
制
」
発

足
当
初
に
比
べ
て
如
何
に
も
容
易
簡
便
な
学
校
設
置
で
あ
る
。
こ
う
し
て
一

八
七
四
年
か
ら
八
〇
年
ま
で
に
九
五
一
の
私
立
中
学
校
が
文
部
省
に
よ
っ

て
公
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
大
半
は
漢
学
塾
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、

私
立
中
学
校
が
集
中
し
た
の
は
東
京
府
で
、
四
七
三
校
、
全
国
の
五
〇
パ
ー

セ
ン
ト
で
あ
る
。
う
ち
国
漢
学
塾
は
二
〇
三
校
、
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る

（
３
５
）

。
東
京
の
漢
学
塾
の
広
さ
は
平
均
一
四
・
五
坪
、
一
教
場
平
均
生
徒

数
四
十
数
人
で
あ
る
か
ら
、
日
時
を
替
え
て
少
人
数
で
授
業
を
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
（
３
６
）

。 

 

「
中
学
ノ
品
格
ヲ
具
ヘ
ザ
ル
」
漢
学
塾 

 

七
八
年
、
東
京
府
を
巡
視
し
た
文
部
省
学
監
ダ
ビ
ド
マ
レ
ー
は
府
下
の
私

塾
、
寺
子
屋
が
旧
来
の
教
授
法
を
墨
守
し
て
新
し
い
教
科
教
則
を
受
け
つ
け

な
い
と
し
、
こ
れ
を
私
学
の
弊
害
と
指
弾
し
た
（
３
７
）

。
ま
た
「
教
育
令
」

の
先
行
案
の
一
つ
と
な
っ
た
「
学
監
考
案
日
本
教
育
法
及
同
説
明
書
」（
３
８
）

で
も
中
学
学
科
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。 

 

東
京
府
学
務
課
は
管
内
の
漢
学
塾
を
私
立
中
学
校
に
登
記
し
て
お
き
な

が
ら
こ
れ
を
中
学
と
は
認
め
て
い
な
か
っ
た
。
七
八
年
三
月
、
学
務
課
が
府

の
中
学
校
設
立
を
起
案
し
た
際 

 

本
府
小
学
生
追
々
卒
業
致
し
候
に
付
而
は
中
学
之
設
な
か
る
べ
か
ら

ず 

と
述
べ
て
い
る
（
３
９
）

。
漢
学
塾
は
暫
定
措
置
で
い
ず
れ
、
処
分
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

文
部
省
は
七
八
年
、
七
九
年
頃
か
ら
私
立
中
学
校
の
中
に
「
中
学
ノ
品
格

ヲ
具
ヘ
ザ
ル
モ
ノ
」
が
あ
る
と
指
摘
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
４
０
）

。
そ
れ
は

教
則
ら
し
い
教
則
を
持
っ
て
い
な
い
漢
学
塾
を
さ
し
て
い
る
。 

 

こ
の
時
期
、
文
部
省
は
中
学
教
則
の
素
案
を
た
て
て
い
な
い
。
学
監
マ
レ

ー
の
案
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
（
４
１
）

。
し
か
し
各
府
県
に
漸
く
設
立
さ
れ
た

公
立
中
学
校
は
独
自
の
教
則
を
つ
く
り
は
じ
め
て
い
た
（
４
２
）

。
こ
れ
ら
は

府
県
の
「
学
事
年
報
」
や
「
文
部
省
日
誌
」
に
載
っ
て
い
る
か
ら
文
部
省
は

充
分
に
知
っ
て
い
た
。 
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漢
学
塾
を
各
種
学
校
に
転
記 

 
七
九
年
の
「
教
育
令
」
は
学
校
の
種
類
を 

小
学
校
中
学
校
大
学
校
師
範
学
校
専
門
学
校
其
他
各
種
ノ
学
校
（
第
二

条
） 

と
し
た
。
「
学
制
二
編
」
に
あ
っ
た
外
国
語
学
校
と
神
官
僧
侶
学
校
が
な
く

な
っ
て
「
各
種
ノ
学
校
」
が
登
場
し
た
。
前
述
の
学
監
マ
レ
ー
の
案
で
は
「
何

人
ヲ
論
ゼ
ズ
私
費
ヲ
以
テ
各
種
ノ
学
校
ヲ
設
立
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ベ
シ
（
４
３
）

」

と
言
う
も
の
で
、
法
令
に
定
め
る
学
校
種
類
の
外
、
ど
の
よ
う
な
学
校
を
つ

く
っ
て
も
よ
い
と
い
う
意
味
に
と
れ
る
。
し
か
し
教
育
令
に
言
う
「
各
種
ノ

学
校
」
は
「
各
種
学
校
」
と
い
う
一
つ
の
学
校
種
類
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
、

統
計
上
、
そ
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
各
種
学
校
だ
か
ら
各

種
の
学
校
が
網
羅
さ
れ
て
は
い
る
。
八
一
年
の
「
各
種
学
校
学
科
概
別
表
」

を
見
る
と
漢
学
、
英
学
、
独
逸
学
、
理
化
学
、
農
学
、
航
海
学
、
習
字
、
手

芸
等
、
実
に
二
四
種
類
が
挙
っ
て
い
る
が
、
漢
学
が
圧
倒
的
に
多
く
、
八
六

八
校
を
数
え
る
（
４
４
）

。 

 

『
文
部
省
第
八
年
報
』
は
言
う
。 

 

 

（
漢
学
塾
な
ど
は
）
教
授
科
目
等
ノ
完
備
セ
ザ
ル
モ
其
程
度
ノ
稍
々
高

等
ニ
位
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
仮
ニ
中
学
校
中
ニ
計
入
セ
シ
私
立
学
校
ノ
如

キ
ハ
概
ネ
皆
中
学
校
ノ
正
格
ニ
合
セ
ザ
ル
ヲ
以
テ
其
主
眼
ノ
学
科
ニ
由

リ
之
ヲ
査
別
シ
テ
各
種
学
校
ノ
部
ニ
計
入
セ
リ
（
４
５
）

。 

 

 

か
く
し
て
漢
学
塾
は
中
学
校
の
範
疇
か
ら
除
外
さ
れ
た
。
中
学
校
は
漢
学

塾
、
私
塾
と
決
別
し
た
の
で
あ
る
。 

 
 

 

三 

師
範
学
校
か
ら
の
独
立 

 

「
学
制
」
の
師
範
学
校 

 

「
学
制
」
に
師
範
学
校
の
事
が
あ
る
が
、
「
中
学
」
の
項
に
あ
る
。 

 

 

小
学
校
ノ
外
師
範
学
校
ア
リ
此
校
ニ
ア
リ
テ
ハ
小
学
ニ
教
ル
所
ノ
教

則
及
其
教
授
ノ
方
法
ヲ
教
授
ス
当
今
ニ
在
リ
テ
極
メ
テ
要
急
ナ
ル
モ
ノ

ト
ス
此
校
成
就
ス
ル
ニ
非
サ
レ
バ
小
学
ト
雖
モ
完
備
ナ
ル
コ
ト
能
ハ
ス

故
ニ
急
ニ
此
校
ヲ
開
キ
其
成
就
ノ
上
小
学
教
師
タ
ル
ノ
人
ヲ
四
方
ニ
派

出
セ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
（
第
三
九
章
） 

 

 

決
意
と
願
望
が
な
い
ま
ぜ
に
な
っ
た
、
お
よ
そ
法
規
ら
し
か
ら
ぬ
文
言
で

あ
る
。
師
範
学
校
と
い
う
独
立
の
項
目
を
立
て
る
の
で
な
く
「
中
学
」
の
項

の
最
後
に
附
け
た
り
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
し
、
「
小
学
ノ
外
、
師
範
学

校
ア
リ
」
と
小
学
と
同
列
の
学
校
の
よ
う
に
も
読
め
る
。
学
制
全
体
の
構
想

の
中
に
急
遽
挿
入
し
た
憾
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
。 

 

こ
う
し
た
こ
と
が
教
員
伝
習
所
を
小
学
校
に
附
設
し
た
り
、
中
学
校
と
同
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居
さ
せ
た
り
す
る
以
下
の
こ
と
に
な
る
。 

 
教
員
伝
習
所
と
本
部
学
校 

 

「
学
制
」
実
施
の
最
大
眼
目
は
小
学
校
の
普
及
に
あ
っ
た
が
、
新
し
い
小

学
校
の
教
育
を
い
か
に
進
め
る
か
に
つ
い
て
具
体
案
が
な
か
っ
た
の
で
ま

ず
小
学
教
員
の
養
成
を
「
当
今
著
手
第
一
中
ノ
尤
急
務
（
４
６
）

」
と
し
た
の

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
東
京
は
じ
め
各
大
学
区
本
部
に
官
立
師
範
学
校
を
た

て
た
が
、
こ
れ
で
全
国
の
小
学
校
教
員
を
充
足
で
き
る
筈
が
な
い
。
府
県
は

短
期
養
成
の
教
員
伝
習
所
（
講
習
所
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
が
あ
る
）
を
管

内
に
つ
く
っ
た
。 

 

教
員
伝
習
所
の
つ
く
り
方
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
中
学
区
の
中
心
地
に
あ
る

模
範
的
小
学
校
に
併
設
す
る
例
が
多
か
っ
た
。
熊
谷
県
の
中
学
本
部
小
学
、

神
奈
川
県
の
第
一
号
〜
第
四
号
師
範
、
長
野
県
の
中
学
予
科
学
校
な
ど
が
そ

う
で
あ
り
（
４
７
）

、
静
岡
県
の
師
範
研
習
所
は
各
中
学
区
の
一
番
小
学
に
置

か
れ
た
（
４
８
）

。 

 

小
学
校
は
小
学
区
ご
と
に
た
て
ら
れ
た
が
、
小
学
設
置
開
校
の
推
進
役
は

中
学
区
ご
と
に
選
ば
れ
た
学
区
取
締
で
あ
る
。
そ
の
事
務
所
が
各
中
学
区
の

本
部
学
校
で
学
区
内
の
教
育
行
政
を
行
っ
た
。
熊
谷
県
の
中
学
本
部
学
校
も

そ
う
だ
が
、
浜
松
県
や
北
条
県
の
中
学
（
学
校
で
は
な
い
）
、
鹿
児
島
県
の

本
学
校
な
ど
、
い
ず
れ
も
教
育
行
政
機
関
で
あ
っ
た
（
４
９
）

。 

  

筑
摩
県
・
長
野
県
の
場
合 

 

筑
摩
県
で
は
一
八
七
三
年
、
中
学
区
を
区
画
し
た
際
、
早
く
も
中
学
設
置

の
位
置
を
決
め
た
。
そ
れ
は
中
学
区
本
部
の
あ
る
第
一
番
小
学
で
、
区
内
教

育
行
政
の
中
枢
、
学
区
取
締
の
詰
所
で
も
あ
っ
た
。
筑
摩
県
第
一
中
学
区
第

一
番
小
学
開
智
学
校
に
は
尋
常
小
学
兼
英
語
科
が
置
か
れ
、
こ
れ
が
変
則
中

学
に
な
り
、
七
七
年
に
は
長
野
県
師
範
学
校
松
本
支
校
に
な
り
、
七
八
年
、

長
野
県
第
十
八
番
中
学
校
に
な
る
（
５
０
）

。
長
野
県
も
早
く
か
ら
中
学
設
置

の
位
置
を
決
め
、
そ
こ
を
中
学
区
本
部
と
し
、
将
来
の
中
学
を
予
定
し
た
中

学
予
科
学
校
を
た
て
た
が
、
七
五
年
、
長
野
県
師
範
学
校
が
で
き
た
時
、
予

科
学
校
を
す
べ
て
師
範
学
校
と
し
た
（
５
１
）

。
八
三
年
に
長
野
に
あ
っ
た
師

範
学
校
を
松
本
に
移
し
、
八
六
年
に
は
、
こ
れ
を
ま
た
長
野
に
戻
し
、
松
本

に
尋
常
中
学
校
を
開
い
た
（
５
２
）

。
位
置
と
校
舎
か
ら
み
れ
ば
師
範
学
校
と

中
学
校
の
交
替
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
当
時
の
師
範
学
校

と
中
学
校
が
教
育
目
的
、
内
容
か
ら
み
て
似
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
師
範
学

校
は
教
師
養
成
、
中
学
校
は
高
等
普
通
教
育
と
さ
れ
て
い
た
が
小
学
校
教
師

は
よ
り
高
い
普
通
教
育
が
求
め
ら
れ
た
か
ら
両
校
の
教
育
内
容
は
基
本
的

に
同
じ
で
あ
っ
た
。
恒
常
的
に
小
学
校
教
員
が
不
足
し
て
い
た
か
ら
中
学
校

卒
業
生
が
教
員
に
な
る
こ
と
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
「
学
制
」
で
は
師
範

学
校
・
中
学
校
卒
業
の
免
状
を
得
た
者
が
小
学
校
教
員
に
な
れ
る
と
言
っ
て

い
る
（
第
四
〇
章
）
。
県
内
の
優
秀
な
少
年
を
集
め
得
る
位
置
に
両
校
を
置

こ
う
と
し
た
の
も
必
然
で
あ
っ
た
。 
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師
範
学
校
予
科
か
ら
中
学
校
へ 

 
師
範
学
校
予
科
、
予
備
科
が
中
学
校
に
な
っ
た
例
に
は
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
。 

  

師
範
学
校
予
科

↓
岩
手
中
学
校
（
盛
岡
） 

中
学
師
範
予
備
科

↓
秋
田
中
学
校
（
秋
田
） 

師
範
学
校
併
設
予
科
学
校

↓
福
島
県
第
一
・
第
二
・
第
三
・
第
四
中
学

校
（
福
島
・
会
津
若
松
・
三
春
・
磐
城
平
） 

栃
木
師
範
中
学
校
附
属
予
備
学
校

↓
栃
木
中
学
校
（
都
賀
郡
薗
部
村
） 

師
範
学
校
予
備
学
科

↓
利
根
川
学
校

↓
群
馬
県
中
学
校
（
前
橋
） 

小
田
原
師
範
学
校
中
学
科

↓
小
田
原
中
学
校
（
小
田
原
） 

変
則
中
学
校

↓
教
員
講
習
所

↓
致
遠
中
学
校
（
富
山
） 

師
範
学
校
内
中
学
予
備
学
科

↓
中
学
校
（
甲
府
） 

韮
山
師
範
分
校

↓
韮
山
中
学
校
（
韮
山
） 

〔
教
員
養
成
〕
舜
養
学
校

↓
師
範
浜
松
支
校

↓
県
立
浜
松
中
学
校

（
浜
松
） 

師
範
学
校
内
中
学
課

↓
静
岡
中
学
校
（
静
岡
） 

教
員
伝
習
所
附
設
変
則
中
学
科

↓
松
江
中
学
（
松
江
） 

岡
山
師
範
学
校
変
則
中
学
科

↓
岡
山
中
学
校
（
岡
山
） 

名
東
県
師
範
学
校
附
設
変
則
中
学
校

↓
徳
島
中
学
校
（
徳
島
） 

〔
教
員
伝
習
所
〕
成
章
学
校

↓
高
松
中
学
校
（
高
松
） 

〔
師
範
〕
陶
冶
学
校
附
設
変
則
中
学

↓
高
知
中
学
校
（
高
知
）
（
５
３
） 

 

 

こ
の
よ
う
に
師
範
学
校
予
科
な
い
し
予
備
科
か
ら
中
学
校
が
分
離
独
立

す
る
の
は
一
八
七
八
年
か
ら
八
〇
年
に
か
け
て
多
く
、
地
域
的
に
は
奥
羽
・

関
東
か
ら
西
に
行
わ
れ
る
が
、
九
州
で
は
こ
の
よ
う
な
状
況
は
見
ら
れ
な
い
。 

 

師
範
学
校
の
法
制
化 

 

一
八
七
九
年
の
「
教
育
令
」
は
学
校
種
類
の
一
つ
と
し
て
師
範
学
校
を
あ

げ
、
そ
の
目
的
を
「
教
員
ヲ
養
成
ス
ル
所
」
と
規
定
し
た
（
第
六
条
）
。
府

県
が
便
宜
、
公
立
師
範
学
校
を
設
置
す
る
事
以
下
、
公
立
小
学
校
教
員
は
師

範
学
校
卒
業
生
た
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
ま
で
を
規
定
し
た
（
第
三
三
―
三

八
条
）
、
翌
八
〇
年
の
「
改
正
教
育
令
」
は
こ
れ
を
さ
ら
に
強
化
し
、 

 

各
府
県
ハ
小
学
校
教
員
ヲ
養
成
セ
ン
カ
為
ニ
師
範
学
校
ヲ
設
置
ス
ヘ

シ
（
第
三
三
条
） 

 

小
学
校
教
員
ハ
官
立
師
範
学
校
ノ
卒
業
証
書
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
（
第

三
八
条
） 

と
し
た
。
こ
こ
に
私
立
師
範
学
校
は
事
実
上
締
め
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

小
学
校
教
員
養
成
機
関
と
し
て
の
公
立
師
範
学
校
が
法
制
上
確
立
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
中
学
校
の
一
種
か
、
も
し
く
は
小
学
校
の
模
範
校N

orm
al 

School

か
の
曖
昧
さ
が
な
く
な
り
、
教
員
養
成
の
た
めT

eachers 

C
ollege

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
「
教
育
令
」
「
改
正
教
育
令
」
に
お
け
る

中
学
校
と
比
較
す
る
と
中
学
校
の
目
的
は
高
等
普
通
教
育
で
あ
り
、
設
置
者

は
府
県
町
村
で
あ
ろ
う
と
民
間
人
で
あ
ろ
う
と
自
由
で
あ
っ
た
。 
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師
範
学
校
教
則
大
綱 

師
範
学
校
教
則
大
綱 

 
八
一
年
、
「
小
学
校
教
則
大
綱
」
「
中
学
校
教
則
大
綱
」
に
次
い
で
「
師

範
学
校
教
則
大
綱
」
（
八
月
一
九
日
文
部
省
達
第
二
九
号
）
が
で
た
。
「
師

範
学
校
教
則
大
綱
」
は
「
小
学
校
教
則
綱
領
」
の
小
学
初
等
科
、
中
等
科
、

高
等
科
の
三
段
階
に
対
応
し
て
初
等
、
中
等
、
高
等
の
三
等
と
し
、
修
業
年

限
と
教
員
資
格
を
次
の
よ
う
に
し
た
。 

 

初
等
師
範
学
科 

一
ヶ
年 

 
 

小
学
校
初
等
科
教
員 

中
等
師
範
学
科 

二
ヶ
年
半 

 
小
学
校
初
等
科
中
等
科
教
員 

高
等
師
範
学
科 

四
ヶ
年 

 
 

小
学
校
各
等
教
員 

 「
中
学
校
教
則
大
綱
」
に
よ
る
修
業
年
限
と
対
比
図
示
す
れ
ば
〔
図
１
〕
の

よ
う
で
あ
る
。 

入
学
資
格
に
つ
い
て
は
中
学
校
、
師
範
学
校
い
ず
れ
も
「
小
学
中
等
科
卒

業
以
上
の
学
力
あ
る
者
」
で
あ
る
が
、
師
範
学
校
に
は
そ
れ
に
「
年
齢
十
七

年
以
上
」
と
い
う
条
件
が
つ
い
て
い
た
。
「
土
地
ノ
情
況
ニ
因
リ
十
五
年
以

上
ト
ス
ル
モ
妨
ケ
ナ
シ
」
（
第
八
条
）
と
い
う
例
外
規
定
が
附
さ
れ
て
い
た

が
、
最
短
年
限
で
見
れ
ば
小
学
中
等
科
を
卒
業
し
て
進
学
す
る
年
齢
は
十
二

歳
で
あ
る
。
学
齢
期
間
に
幅
が
あ
り
、
進
級
が
難
し
か
っ
た
か
ら
卒
業
年
齢

は
一
般
に
高
か
っ
た
。
と
は
言
え
八
〇
年
代
に
は
十
二
歳
卒
業
の
優
秀
児
も

な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
。
師
範
学
校
は
こ
れ
ら
を
閉
め
だ
す
こ
と
に
な
る
。 

 

〔
図
１
〕 

         
 

 

二
年 高

等
中
学
科 

中
学
校
教
則
大
綱 

一
年 

四
年 

初
等
中
学
科 

三
年 

二
年 

一
年 

四
年 

高
等
師
範
学
科 

三
年 

中
等
師
範
学
科 

二
年 

一
年 

初
等 

師
範
学
科 
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小
学
校
教
員
が
若
輩
で
あ
っ
て
は
困
る
と
い
う
配
慮
が
働
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
「
学
制
」
に
示
さ
れ
た
小
学
校
教
員
の
年
齢
は
二
十
歳
以
上
で
あ
る

（
第
四
〇
章
）
。
「
教
則
大
綱
」
の
言
う
十
七
歳
入
学
は
四
年
の
修
学
で
符

節
が
合
う
。 

 

八
三
年
の
「
府
県
選
挙
師
範
生
徒
募
集
規
則
」
（
明
治
十
六
年
四
月
二
十

八
日
、
文
部
省
達
第
六
号
）
で
小
学
師
範
学
科
を
志
望
す
る
者
は
「
小
学
高

等
科
卒
業
以
上
ノ
者
」
（
第
三
条
）
と
改
正
さ
れ
、
入
学
年
齢
は
最
年
少
十

五
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
が
、
小
学
中
等
科
卒
業
で
入
学
で
き
る
中
学
校
と

入
学
資
格
で
異
る
進
学
の
道
筋
が
つ
い
た
。
同
じ
中
等
学
校
と
概
念
化
さ
れ

る
中
学
校
と
師
範
学
校
に
格
差
を
生
じ
さ
せ
る
端
緒
で
あ
る
。 

 

尋
常
師
範
学
校 

 

一
八
八
六
年
、
「
師
範
学
校
ハ
教
員
ト
ナ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ヲ
養
成
ス
ル
所
」

（
師
範
学
校
令
第
一
条
）
と
規
定
さ
れ
た
。
「
教
育
令
」
の
「
教
員
ヲ
養
成

ス
ル
所
」
よ
り
も
強
い
口
調
で
あ
る
。
師
範
学
校
は
高
等
と
尋
常
の
二
種
か

ら
な
り
、
高
等
は
国
費
に
よ
り
、
尋
常
は
地
方
税
に
よ
る
と
さ
れ
た
（
二
条

〜
四
条
）
。
中
学
校
も
高
等
と
尋
常
の
二
種
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
諸
学
校
令

全
体
の
文
言
の
形
式
統
一
で
あ
っ
て
、
設
置
維
持
費
か
ら
み
る
と
違
う
。
即

ち
高
等
中
学
校
が
国
費
と
設
置
区
域
府
県
費
の
合
計
（
後
に
変
る
が
）
、
尋

常
中
学
校
が
地
方
税
の
支
弁
ま
た
は
補
助
で
高
等
も
尋
常
も
私
立
学
校
を

認
め
て
い
る
の
に
対
し
、
師
範
学
校
は
、
官
立
と
府
県
立
以
外
は
認
め
な
い

の
で
あ
る
。 

 

尋
常
中
学
校
へ
の
地
方
税
は
支
弁
ま
た
は
補
助
で
あ
っ
た
か
ら
生
徒
は

府
県
が
決
め
た
授
業
料
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
尋
常
師
範
学

校
の
生
徒
に
授
業
料
は
な
か
っ
た
（
師
範
学
校
令
第
九
条
）
。
そ
の
上
、
全

寮
制
に
な
っ
た
た
め
食
住
費
も
地
方
税
で
負
担
し
、
被
服
、
日
用
品
、
学
用

品
が
貸
与
さ
れ
、
医
療
費
、
日
常
、
及
び
休
暇
中
の
食
費
、
手
当
ま
で
も
支

給
さ
れ
た
（
明
治
十
九
年
六
月
四
日
、
府
県
に
対
す
る
文
部
省
訓
令
四
号
）。

ま
さ
に
至
れ
り
尽
せ
り
の
待
遇
で
、
そ
の
負
担
は
あ
げ
て
地
方
税
に
か
か
っ

た
。
尋
常
師
範
学
校
、
府
県
立
尋
常
中
学
校
が
各
府
県
に
展
開
し
た
一
八
八

七
年
か
ら
八
九
年
の
両
校
の
一
校
当
り
平
均
歳
出
費
を
み
る
と
〔
表
１
〕
の

通
り
で
あ
る
。
例
年
、
中
学
校
へ
の
歳
費
の
二
倍
以
上
が
師
範
学
校
に
支
払

わ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
だ
け
の
府
県
費
に
上
る
待
遇
を
受
け
る
以
上
、
尋
常
師
範
生
徒
が
府

県
の
教
育
に
資
す
る
の
も
ま
た
当
然
で
あ
る
。
卒
業
生
は
十
ヶ
年
、
教
職
に

従
事
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
そ
の
う
ち
五
年
は
府
知
事
県
令
が
指
定

す
る
学
校
に
奉
職
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
明
治
十
九
年
五
月
二
十
八
日
、
文

部
省
令
一
一
号
尋
常
師
範
学
校
卒
業
生
服
務
規
則
第
一
条
、
第
二
条
）
。 
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外
景
か
ら
み
た
師
範
学
校
と
中
学
校
の
違
い 

 

こ
れ
よ
り
前
、
一
八
八
三
年
に
「
府
県
立
師
範
学
校
通
則
」
（
文
部
省
達

一
二
号
）
、
八
四
年
に
「
中
学
校
通
則
」
（
文
部
省
達
二
号
）
が
で
て
、
両

校
の
施
設
設
備
の
基
準
が
示
さ
れ
た
。
教
場
、
物
理
化
学
の
実
験
室
、
器
械

標
本
類
、
体
操
場
、
生
徒
扣
所
、
職
員
詰
所
等
は
両
校
同
じ
だ
が
、
中
学
校

が
「
生
徒
ヲ
寄
宿
セ
シ
ム
ル
」
場
合
、
寄
宿
舎
を
設
け
る
の
に
対
し
、
師
範

学
校
は
寄
宿
舎
と
食
堂
を
必
置
と
し
た
。
こ
の
時
か
ら
師
範
学
校
の
全
寮
制

は
指
向
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
府
県
立
師
範
学
校
に
は
生
徒
実
地
練
習

の
た
め
の
、
ま
た
管
内
小
学
校
の
模
範
と
な
る
べ
き
附
属
小
学
校
の
設
置
が

命
じ
ら
れ
た
。 

 

既
定
の
こ
と
で
あ
っ
た
た
め
か
、
師
範
学
校
令
に
寄
宿
舎
と
附
属
小
学
校

の
付
設
に
つ
い
て
の
規
定
は
な
い
が
、
八
八
年
の
「
尋
常
師
範
学
校
設
備
準

則
」
（
八
月
二
十
一
日
、
文
部
省
訓
令
一
号
）
を
み
る
と
全
生
徒
収
容
の
寄

宿
舎
は
洋
式
で
寝
室
は
ベ
ッ
ド
、
毛
布
（
一
人
五
枚
）
、
自
習
室
は
デ
ス
ク
、

椅
子
。
食
堂
も
テ
ー
ブ
ル
、
腰
掛
と
い
う
工
合
で
あ
っ
た
。
尋
常
中
学
校
の

設
備
規
則
は
師
範
学
校
よ
り
後
れ
て
九
一
年
に
で
た
が
、
寄
宿
舎
は
自
習
室

と
寝
室
を
区
別
す
る
こ
と
、
舎
監
室
、
食
堂
、
浴
室
等
を
備
え
る
こ
と
等
が

指
示
さ
れ
た
が
備
品
等
に
つ
い
て
の
細
目
は
な
い
（
十
二
月
十
五
日
、
文
部

省
令
一
〇
号
）
。
九
一
年
に
は
尋
常
師
範
学
校
の
附
属
小
学
校
規
程
が
で
て

附
属
小
学
校
は
管
内
最
多
数
児
童
の
小
学
校
設
備
を
例
と
し
て
小
学
校
設

備
準
則
（
十
一
月
、
文
部
省
令
一
五
号
）
に
準
拠
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。 

 

か
く
し
て
中
学
校
が
校
舎
と
規
模
格
好
が
整
わ
な
い
寄
宿
舎
（
な
い
場
合

  

 

〔表１〕1887～89年尋常師範学校・公立尋常中学校の一校当り平均歳出額 

年度 

尋常師範学校 公立尋常中学校 

歳出総額 
学校

数

一校当 

り平均 

歳出額 

歳出総額 
学校

数 

一校当り

平均 

歳出額 

1887年 68万1,090円 45 1万5,135円 28万2,924円 43 6,580円 

1888 77万5,934円 46 1万6,868円 28万5,135円 41 6,955円 

1889 77万0,839円 47 1万6,401円 32万0,140円 43 7,445 

『文部省第15年報』～『第17年報』による。

歳出総額、一校当り平均歳出額は銭を四捨五入。
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も
あ
る
）
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
師
範
学
校
は
定
め
ら
れ
た
寄
宿

舎
と
府
県
内
最
大
規
模
の
附
属
小
学
校
を
持
つ
府
県
立
学
校
に
な
っ
た
。 

 

違
う
両
校
生
徒
の
風
姿 

 

八
六
年
の
「
師
範
学
校
令
」
（
勅
令
一
三
号
）
「
小
学
校
令
」
（
勅
令
一

四
号
）
「
中
学
校
令
」
（
勅
令
一
五
号
）
と
そ
れ
に
基
づ
く
省
令
規
則
等
を

参
観
す
る
と
尋
常
師
範
学
校
と
尋
常
中
学
校
の
入
学
資
格
と
修
業
年
限
は

次
の
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

中
学
校
…
…
高
等
小
学
二
学
年
卒
業
の
学
力
あ
る
者
で
十
二
歳
以
上
、

五
カ
年
在
学 

師
範
学
校
…
…
高
等
小
学
校
卒
業
以
上
の
学
力
あ
る
者
で
十
七
歳
以
上

二
十
歳
以
下
、
四
ヶ
年
在
学 

 
 

新
令
に
よ
っ
て
小
学
校
が
尋
常
四
年
、
高
等
四
年
に
な
っ
た
か
ら
、
こ

う
変
わ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
旧
則
の
小
学
校
六
ヶ
年
の
課
程
を
へ
て
中
学

校
へ
進
学
す
る
と
い
う
入
学
資
格
、
年
齢
十
二
歳
以
上
と
い
う
こ
と
は
変

わ
ら
な
い
。
だ
が
修
業
年
限
は
初
等
科
四
ヶ
年
が
尋
常
科
五
ヶ
年
に
延
長

し
た
。
師
範
学
校
の
教
則
は
旧
則
の
初
等
一
ヶ
年
、
中
等
二
ヶ
年
半
、
高

等
四
ヶ
年
の
三
段
階
を
一
擲
し
て
一
律
四
ヶ
年
に
し
た
の
で
入
学
資
格
も

例
外
が
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
全
員
、
高
等
小
学
校
卒
業
以
上
の
学
力
で

年
齢
十
七
歳
以
上
二
十
歳
以
下
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
中
学
校
入
学
資
格

の
ゆ
る
や
か
さ
に
比
べ
て
師
範
学
校
の
入
学
資
格
は
厳
格
に
な
っ
た
と
言

え
る
。
当
時
は
小
学
校
入
学
年
齢
に
幅
が
あ
り
、
進
級
が
き
び
し
か
っ
た

か
ら
高
等
小
学
二
年
卒
業
生
が
最
短
の
十
二
歳
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
が
、

十
二
歳
少
年
も
い
る
中
学
一
年
生
と
十
七
歳
の
青
年
を
最
低
年
齢
と
す
る

師
範
学
校
生
は
外
見
上
、
容
易
に
見
分
け
が
つ
い
た
筈
で
あ
る
。 

 

前
述
の
師
範
学
校
生
徒
へ
の
学
費
支
給
に
よ
っ
て
冬
夏
被
服
、
外
套
、

靴
等
が
貸
与
さ
れ
た
の
で
師
範
生
徒
は
洋
式
制
服
で
統
一
さ
れ
た
。
中
学

校
で
も
制
服
が
制
定
さ
れ
た
が
、
自
弁
で
あ
っ
た
た
め
強
制
力
は
な
か
っ

た
。
両
者
の
違
い
は
歴
然
と
し
て
い
た
。 

 

現
職
教
員
も
通
う
師
範
学
校 

 

十
二
歳
の
高
等
小
学
二
年
で
進
学
で
き
る
中
学
生
は
、
十
七
歳
に
は
高

等
な
る
専
門
学
科
に
登
れ
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。
た
だ
し
学
資
の
供

給
者
を
持
っ
た
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
一
方
、
師
範
生
は
学
資
も
生
活

費
も
い
ら
な
い
が
、
高
等
小
学
校
卒
業
の
学
歴
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
し
、

最
短
の
十
四
歳
で
卒
業
し
た
と
し
て
も
十
七
歳
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

卒
業
後
は
小
学
校
教
員
の
服
務
に
縛
ら
れ
る
。
師
範
学
校
の
入
学
志
望
者

は
政
府
の
企
図
に
反
し
て
少
な
か
っ
た
。
八
七
年
の
在
籍
生
徒
数
は
予
定

定
員
を
大
き
く
下
廻
っ
て
一
、
八
〇
〇
余
名
、
石
川
、
長
崎
、
宮
城
三
県

を
除
く
外
は
各
校
定
員
に
達
す
る
も
の
な
く
、
岐
阜
、
愛
知
、
岩
手
、
青

森
、
長
野
五
県
の
如
き
は
定
員
の
半
数
に
満
た
な
か
っ
た
（
５
４
）
。
八
八
年
、

一
、
四
一
五
名
不
足
。
埼
玉
、
栃
木
、
山
形
、
石
川
、
富
山
、
徳
島
、
長
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崎
、
佐
賀
の
八
県
を
除
く
外
は
い
ず
れ
も
定
員
不
足
（
５
５
）

。
八
九
年
、
不

足
一
、
六
三
二
名
で
、
「
年
々
却
リ
テ
不
足
ヲ
増
ス
ノ
状
況
ア
リ
府
県
ハ

当
ニ
生
徒
補
充
ノ
策
ヲ
講
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
文
部
省
は
訴
え
た
（
５
６
）
。

在
籍
定
員
の
不
足
は
当
然
、
卒
業
予
定
者
の
不
足
に
な
り
、
ひ
い
て
は
小

学
校
教
員
の
不
足
を
き
た
す
。
こ
こ
に
お
い
て
文
部
省
は
一
八
九
二
年
、

学
科
課
程
の
改
訂
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
も
実
際
に
行
っ
て
き
た
現
職
教

員
の
再
教
育
で
あ
る
小
学
校
教
員
講
習
科
を
師
範
学
校
に
附
設
し
た
（
七

月
十
一
日
、
文
部
省
令
八
号
第
四
条
、
及
び
同
説
明
）
。
以
上
に
よ
っ
て

み
れ
ば
、
師
範
学
校
は
現
役
の
生
徒
の
外
に
現
職
小
学
校
教
員
が
し
ば
し

ば
通
学
し
て
い
た
の
で
、
中
学
校
生
徒
と
は
余
程
、
趣
を
異
に
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。 

 

尋
常
師
範
、
尋
常
中
学
校
の
発
足 

 

七
〇
年
代
後
半
に
、
臨
時
的
な
教
員
養
成
所
か
ら
脱
皮
し
た
師
範
学
校

が
各
府
県
に
設
置
さ
れ
、
「
改
正
教
育
令
」
の
必
置
命
令
で
八
三
年
に
は

各
府
県
一
箇
以
上
が
設
置
さ
れ
た
（
５
７
）

。
こ
れ
ら
の
師
範
学
校
は
八
七
年

ま
で
に
各
道
府
県
一
箇
の
尋
常
師
範
学
校
に
な
っ
た
（
５
８
）

。 

 

尋
常
師
範
学
校
は
道
府
県
必
置
で
あ
っ
た
が
、
尋
常
中
学
校
は
そ
う
で

な
か
っ
た
。
「
尋
常
中
学
校
ハ
各
府
県
ニ
於
テ
便
宜
之
ヲ
設
置
ス
ル
コ
ト

ヲ
得
」
（
中
学
校
令
第
六
条
）
と
な
っ
て
い
て
、
つ
く
っ
て
も
つ
く
ら
な

く
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。
た
め
に
神
奈
川
県
は
九
六
年
ま
で
、
埼
玉
県
は

九
五
年
ま
で
尋
常
中
学
校
を
つ
く
ら
な
か
っ
た
。
北
海
道
、
香
川
県
、
鹿

児
島
県
も
八
〇
年
代
に
は
つ
く
っ
て
い
な
い
。
宮
城
県
と
新
潟
県
は
八
八

年
か
ら
九
二
年
ま
で
四
年
間
、
中
断
が
あ
っ
た
（
５
９
）

。
町
村
立
の
尋
常
中

学
校
は
禁
じ
ら
れ
た
が
（
中
学
校
令
九
条
）
、
私
立
は
放
任
さ
れ
た
の
で

私
立
尋
常
中
学
が
出
来
た
。
そ
の
中
で
「
諸
学
校
通
則
第
一
条
」
の
条
件

を
満
た
し
て
府
県
立
学
校
と
同
等
と
す
る
府
県
管
理
学
校
も
続
出
し
た
。 

 

八
九
年
ま
で
に
で
き
た
府
県
管
理
の
尋
常
中
学
校
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

八
七
年
設
置 

群
馬
県 

群
馬
県
尋
常
中
学
校 

京
都
府 

京
都
府
尋
常
中
学
校 

奈
良
県 

吉
野
尋
常
中
学
校 

郡
山
尋
常
中
学
校 

広
島
県 

広
島
尋
常
中
学
校 

尋
常
中
学
福
山
誠
之
館 

福
岡
県 

豊
津
尋
常
中
学
校 

 

八
八
年
設
置 

岐
阜
県 

斐
太
尋
常
中
学
校 

愛
媛
県 

伊
予
尋
常
中
学
校 

 

八
九
年
設
置 

高
知
県 

尋
常
中
学
海
南
学
校 

福
岡
県 
尋
常
中
学
校
修
猷
館 

久
留
米
尋
常
中
学
明
善
校
（
６
０
） 
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そ
の
後
も
府
県
管
理
学
校
の
設
置
は
続
く
。 

私
立
尋
常
中
学
校
は
東
京
府
に
一
箇
、
新
潟
、
石
川
、
山
口
、
熊
本
の

四
県
に
各
一
箇
、
山
形
、
長
崎
二
県
に
各
二
箇
（
６
１
）

。
尋
常
中
学
校
は
尋

常
師
範
学
校
と
は
全
く
違
う
論
理
で
設
置
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

尋
常
中
学
校
の
設
置
位
置 

 

八
〇
年
代
の
師
範
学
校
は
府
県
内
の
小
学
校
教
育
を
指
導
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
た
。
よ
っ
て
府
県
内
に
あ
る
学
務
課
と
近
接
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。学
務
課
長
が
師
範
学
校
長
を
兼
務
す
る
場
合（
師
範
学
校
令
第
七
条
）

も
便
利
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
尋
常
中
学
校
は
府
県
庁
所
在
地
に
こ
だ

わ
ら
な
い
。
町
村
立
中
学
校
を
県
立
に
直
し
た
滋
賀
県
尋
常
中
学
校
は
彦

根
町
に
（
６
２
）

、
中
播
六
郡
連
合
中
学
を
県
立
に
直
し
た
兵
庫
県
尋
常
中
学

校
は
姫
路
市
に
た
っ
た
（
６
３
）

。
と
も
に
大
津
、
神
戸
と
い
う
商
業
的
県
庁

所
在
地
か
ら
隔
っ
た
県
東
県
西
の
地
で
旧
城
下
町
で
あ
る
。
長
野
県
尋
常

中
学
校
は
旧
県
立
長
野
中
学
が
直
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
県
庁
が
あ
る
旧

長
野
中
学
本
校
に
松
本
に
あ
っ
た
師
範
学
校
を
移
し
、
城
下
町
に
あ
る
中

学
松
本
支
校
に
尋
常
中
学
校
を
た
て
た
の
で
あ
る
（
６
４
）

。 

 

尋
常
中
学
創
立
を
機
に
断
然
、
そ
の
位
置
を
移
転
し
た
の
は
青
森
と
福

島
の
両
県
で
あ
る
。
県
立
青
森
中
学
は
県
庁
の
あ
る
青
森
に
あ
っ
た
。
旧

津
軽
藩
の
城
下
町
で
あ
る
弘
前
は
県
文
化
の
中
心
地
で
あ
る
と
自
認
し
て

い
た
の
で
、
こ
こ
に
中
学
誘
致
の
運
動
を
起
し
、
八
九
年
、
弘
前
市
に
青

森
県
尋
常
中
学
校
を
誕
生
さ
せ
た
（
６
５
）
。
福
島
県
に
は
県
立
福
島
、
若
松
、

平
の
三
中
学
校
と
町
村
立
田
村
中
学
校
が
あ
っ
た
が
、
「
中
学
校
令
」
を

機
に
若
松
、
平
、
田
村
中
学
校
を
廃
止
し
、
県
庁
に
あ
る
福
島
中
学
を
福

島
県
尋
常
中
学
校
と
し
た
。
そ
の
時
か
ら
福
島
が
県
北
に
寄
り
過
ぎ
る
と

し
て
県
の
中
央
で
交
通
の
要
地
・
安
積
郡
桑
野
村
（
現
郡
山
市
）
に
移
転

さ
せ
よ
う
と
す
る
運
動
が
起
っ
た
。
反
対
論
も
あ
っ
た
が
、
八
六
年
十
二

月
に
校
舎
が
焼
失
し
た
の
で
桑
野
村
に
新
校
舎
を
建
設
し
移
転
し
た
。
桑

野
村
は
幕
藩
時
代
、
原
野
で
あ
っ
た
が
明
治
初
年
に
二
本
松
藩
士
族
を
は

じ
め
各
地
の
士
族
が
移
住
し
た
開
拓
地
で
あ
る
（
６
６
）

。 

 

「
諸
学
校
通
則
」
一
条
に
よ
っ
て
で
き
た
府
県
管
理
中
学
校
は
旧
藩
主

家
、
有
力
士
族
等
に
よ
る
教
育
義
会
が
た
て
た
の
で
旧
藩
城
下
町
に
た
っ

た
も
の
が
多
い
。
大
和
郡
山
、
広
島
、
福
山
、
豊
津
、
伊
予
（
松
山
）
、

海
南
（
高
知
）
、
修
猷
館
（
福
岡
）
、
久
留
米
な
ど
の
尋
常
中
学
校
が
そ

れ
で
あ
る
。
旧
藩
の
教
育
、
士
族
と
の
因
縁
が
尋
常
中
学
校
に
つ
な
が
る

の
で
あ
る
。 

 

八
六
年
ま
で
師
範
学
校
と
校
地
を
共
有
し
て
い
た
岐
阜
県
の
華
陽
学
校

は
尋
常
師
範
学
校
、尋
常
中
学
校
と
制
度
上
、二
つ
の
学
校
に
別
け
た
が
、

九
八
年
ま
で
同
地
に
同
居
し
た
。
九
九
年
、
師
範
学
校
が
隣
接
す
る
加
納

町
に
移
転
す
る
（
６
７
）

。
こ
れ
に
対
し
、
同
じ
く
両
校
が
同
居
し
た
山
梨
県

の
徽
典
館
は
八
八
年
、
山
梨
県
尋
常
中
学
校
が
甲
府
市
内
錦
町
に
新
築
移

転
し
た
（
６
８
）

。 

 

か
く
し
て
師
範
学
校
と
中
学
校
は
校
舎
の
外
景
か
ら
み
て
も
生
徒
の
風

姿
か
ら
み
て
も
県
内
の
位
置
か
ら
み
て
も
違
っ
た
学
校
に
な
っ
た
。
中
学
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校
は
師
範
学
校
か
ら
独
立
し
た
の
で
あ
る
。 

  

ま
と
め 

 

一
八
七
二
年
発
足
の
中
学
校
は
、
日
本
語
に
よ
る
学
校
と
外
国
語
に
よ

る
も
の
の
二
本
立
て
で
あ
っ
た
の
で
、
外
国
語
学
校
が
各
地
に
で
き
た
。

七
七
年
、
経
費
節
減
の
た
め
、
官
立
英
語
学
校
が
廃
止
に
な
り
、
公
私
立

の
外
国
語
学
校
が
次
々
に
中
学
校
に
な
っ
た
の
で
、
八
〇
年
代
に
入
る
と

中
学
校
と
し
て
の
外
国
語
学
校
は
な
く
な
っ
た
。 

 

「
学
制
」
発
行
後
、
旧
藩
校
を
中
学
校
に
し
た
も
の
が
わ
ず
か
な
が
ら

あ
っ
た
が
、
士
族
の
少
年
の
学
習
の
場
が
途
絶
え
た
。
そ
こ
で
各
地
か
ら

中
学
校
設
置
の
声
が
あ
が
っ
た
。
文
部
省
は
こ
れ
に
応
え
て
各
地
の
漢
学

塾
や
漢
文
学
校
を
私
立
中
学
校
と
認
め
た
。
し
か
し
文
部
省
や
府
県
学
務

課
の
幹
部
は
こ
れ
を「
中
学
ノ
品
格
ヲ
備
エ
ザ
ル
モ
ノ
」と
し
て
忌
避
し
、

八
〇
年
代
は
じ
め
に
こ
れ
ら
を
各
種
学
校
と
し
た
。 

 

「
学
制
」
実
施
直
後
、
師
範
学
校
は
教
員
伝
習
所
等
の
名
で
中
学
区
本

部
に
つ
く
ら
れ
た
。
中
学
校
設
置
は
控
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
師
範
学
校

予
科
と
し
て
こ
れ
に
同
居
し
た
。
七
八
年
か
ら
八
〇
年
に
か
け
て
こ
れ
ら

予
科
か
ら
独
立
し
て
中
学
校
に
な
る
も
の
が
続
出
し
た
。
八
一
年
か
ら
八

五
年
に
か
け
て
師
範
学
校
の
法
制
化
が
進
み
、
入
学
資
格
、
修
業
年
限
、

等
級
に
つ
い
て
両
者
の
違
い
が
大
き
く
な
っ
た
。八
六
年
の「
中
学
校
令
」

「
師
範
学
校
令
」
以
後
、
違
い
は
決
定
的
に
な
り
、
両
者
は
決
別
す
る
。 

 

七
〇
年
代
末
の
外
国
語
学
校
の
消
滅
に
よ
り
、
中
学
校
は
日
本
語
、
外

国
語
両
立
制
か
ら
単
一
コ
ー
ス
制
に
な
っ
た
。
次
い
で
漢
学
塾
を
各
種
学

校
に
追
い
や
る
こ
と
で
学
校
ら
し
い
中
学
校
に
甦
っ
た
。
ま
た
中
学
校
は

師
範
学
校
予
科
か
ら
脱
皮
独
立
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
八
〇
年
代
の
両
者
の

法
制
化
に
よ
っ
て
完
全
に
分
か
れ
、
別
箇
の
学
校
と
し
て
歩
む
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。 

  

注 

                                        

                  

 

（
１
）

内
閣
記
録
局
『
法
規
分
類
大
全
・
学
政
門
』
原
書
房
（
原
本
明
治
二

十
四
年
、
覆
刻
一
九
八
一
年
）
四
〇
―
四
二
頁
。 

（
２
）

拙
著
『
日
本
に
お
け
る
中
学
校
形
成
史
の
研
究
〔
明
治
初
期
編
〕
』

（
多
賀
出
版
一
九
九
三
年
）
一
八
三
頁
。 

（
３
）

前
掲
『
法
規
分
類
大
全
・
学
政
門
』
四
頁
。 

（
４
）

国
立
国
会
図
書
館
蔵
大
木
喬
任
文
書
「
文
部
卿
訓
辞
控
」
。
本
論
は

井
上
久
雄
『
近
代
日
本
教
育
法
の
成
立
』
（
風
間
書
房
一
九
六
九
年
）

一
九
―
二
三
頁
所
収
の
も
の
に
よ
っ
た
。 

（
５
）

以
上
の
こ
と
は
前
掲
『
日
本
に
お
け
る
中
学
校
形
成
史
の
研
究
〔
明

治
初
期
編
〕
』
二
八
七
―
三
六
八
頁
に
詳
述
し
た
。
外
国
語
学
校
数
、

中
学
校
数
は
三
六
八
頁
と
三
六
二
頁
。 

（
６
）

拙
論
「
明
治
初
期
に
お
け
る
官
立
英
語
学
校
顛
末
」
（
「
ア
ジ
ア
文
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化
七
号
」
ア
ジ
ア
文
化
総
合
研
究
所
一
九
八
二
年
） 

（
７
）

前
掲
『
日
本
に
お
け
る
中
学
校
形
成
史
の
研
究
〔
明
治
初
期
編
〕
』

三
四
八
―
三
五
六
頁
。 

（
８
）

日
本
近
代
教
育
史
料
研
究
会
編
（
代
表
佐
藤
秀
夫
）
『
編
集
復
刻
日

本
近
代
教
育
史
料
大
系
第
二
巻
』
龍
渓
書
舎
、
一
九
九
四
年
、
三
七
七

頁
。 

（
９
）

前
掲
拙
論
「
明
治
初
期
に
お
け
る
官
立
英
語
学
校
顛
末
」
（
「
ア
ジ

ア
文
化
七
号
」
ア
ジ
ア
文
化
総
合
研
究
所
一
九
八
二
年
） 

（
１
０
） 

前
掲
『
日
本
に
お
け
る
中
学
校
形
成
史
の
研
究
〔
明
治
初
期
編
〕
』

四
一
七
―
四
一
八
頁
。 

（
１
１
）

前
掲
『
編
集
復
刻
日
本
近
代
教
育
史
料
大
系
第
二
巻
』
三
七
八
頁
。 

（
１
２
）

「
宮
城
県
国
史
」
（
宮
城
県
『
宮
城
県
史
三
三
・
史
料
集
四
』
一
九

七
五
年
）
、
三
三
八
頁
。 

（
１
３
） 

愛
知
県
教
育
委
員
会
編
『
愛
知
県
教
育
史
・
資
料
編
近
代
一
』
一

九
八
七
年
、
七
二
七
頁
。 

（
１
４
） 

中
野
城
水
『
新
潟
県
教
育
史
・
上
』
新
潟
県
教
育
会
、
一
九
四
六

年
、
三
六
五
―
三
六
七
頁
。 

（
１
５
） 

広
島
県
立
国
泰
寺
高
校
編
『
広
島
一
中
国
泰
寺
高
百
年
史
』
一
九

七
七
年
、
二
三
頁
、
三
〇
頁
。 

（
１
６
） 

長
崎
県
教
育
会
『
長
崎
県
教
育
史
・
上
』
一
九
四
二
年
、
六
九
七

―
七
五
八
頁
。 

（
１
７
） 

前
掲
『
日
本
に
お
け
る
中
学
校
形
成
史
の
研
究
〔
明
治
初
期
編
〕

四
二
二
―
四
四
四
頁
。 

（
１
８
） 

前
掲
『
日
本
に
お
け
る
中
学
校
形
成
史
の
研
究
〔
明
治
初
期
編
〕

三
四
八
頁
。 

（
１
９
） 

前
掲
『
日
本
に
お
け
る
中
学
校
形
成
史
の
研
究
〔
明
治
初
期
編
〕

                                        
 

三
六
二
、
六
〇
一
頁
。 

 

（
２
０
） 

前
掲
『
日
本
に
お
け
る
中
学
校
形
成
史
の
研
究
〔
明
治
初
期
編
〕

三
四
九
―
三
五
六
頁
。 

（
２
１
） 

高
橋
昌
郎
『
中
村
敬
宇
』
吉
川
弘
文
館
人
物
叢
書
、
一
九
六
六
年
、

一
一
六
頁
。
山
川
菊
栄
『
お
ん
な
二
代
の
記
』
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一

九
七
二
年
、
二
八
頁
。 

（
２
２
）
『
攻
玉
社
百
年
史
』
攻
玉
社
学
園
、
一
九
六
三
年
、
一
二
―
一
三
頁
。 

（
２
３
）

『
慶
応
義
塾
百
年
史
』
慶
応
義
塾
、
一
九
五
八
年
、
三
二
四
―
三
二

七
頁
。 

（
２
４
） 

佐
藤
秀
夫
編
『
明
治
前
期
文
部
省
刊
行
誌
集
成
第
一
巻
』
㈱
歴
史

文
献
、
一
九
八
一
年
、
一
四
―
五
頁
。 

（
２
５
） 

前
掲
『
日
本
に
お
け
る
中
学
校
形
成
史
の
研
究
〔
明
治
初
期
編
〕
』

二
七
七
―
二
七
九
頁
。 

（
２
６
） 

前
掲
『
明
治
前
期
文
部
省
刊
行
誌
集
成
第
一
巻
』
一
八
―
一
九
頁
。 

（
２
７
） 

拙
論
「
学
校
建
設
の
方
針
」
（
荒
井
明
夫
編
『
近
代
日
本
黎
明
期

に
お
け
る
就
学
告
諭
の
研
究
』
東
信
堂
、
二
〇
〇
八
年
）
、
一
二
〇
―

一
二
二
頁
。 

（
２
８
）

「
府
県
史
料･

和
歌
山
県
史
料･

和
歌
山
県
史
案
第
一
編
政
治
学
制
」

（
国
立
公
文
書
館
蔵
）
。 

（
２
９
）

「
府
県
史
料
・
京
都
府
史
料
二
四
政
治
部
学
校
」
（
国
立
公
文
書
館

蔵
）
。 

（
３
０
）

「
府
県
史
料
・
岐
阜
県
史
料
一
六
岐
阜
県
史
稿
学
校
」
（
国
立
公
文

書
館
蔵
）
。 

（
３
１
）

「
明
治
七
年
・
相
川
学
事
年
報
」
（
『
文
部
省
第
二
年
報
』
三
一
九

頁
）
。 

（
３
２
） 

前
掲
『
日
本
に
お
け
る
中
学
校
形
成
史
の
研
究
〔
明
治
初
期
編
〕
』



特集 一八八〇年代における高等普通教育と専門教育の再編 Ⅰ 

27 

                                        
 

一
〇
〇
―
一
〇
五
頁
、
一
〇
九
頁
。 

（
３
３
）

「
明
治
七
年
石
川
県
学
事
年
報
」
（
『
文
部
省
第
二
年
報
』
）
一
三

九
頁
。 

（
３
４
）

『
文
部
省
第
二
年
報
』
一
頁
。 

（
３
５
） 

前
掲
『
日
本
に
お
け
る
中
学
校
形
成
史
の
研
究
〔
明
治
初
期
編
〕

三
五
七
―
三
六
二
頁
、
五
八
八
―
五
九
二
頁
。 

（
３
６
） 

拙
論
「
明
治
十
年
代
の
東
京
の
漢
学
塾
」
（
生
馬
寬
信
編
『
幕
末

維
新
期
漢
学
塾
の
研
究
』
渓
水
社
、
二
〇
〇
三
年
、
三
四
一
―
三
四
二

頁
。 

（
３
７
）

「
学
監
大
闢
莫
爾
牟
東
京
府
下
公
学
巡
視
申
報
」
（
『
文
部
省
第
六

年
報
』
）
二
八
―
三
〇
頁
。 

（
３
８
）

「
学
監
考
案
日
本
教
育
法
及
同
説
明
書
」
（
『
明
治
文
化
資
料
叢
書

第
八
巻
』
風
間
書
房
、
一
九
六
一
年
）
五
一
―
九
八
頁
。 

（
３
９
） 

東
京
府
文
書
「
明
治
十
一
年
第
一
中
学
書
類
第
五
号
」
（
東
京
都

公
文
書
館
蔵
）
。 

（
４
０
）

『
文
部
省
第
六
年
報
』
八
頁
。
『
文
部
省
第
七
年
報
』
例
言
。 

（
４
１
）

前
掲
「
学
監
考
案
日
本
教
育
法
及
同
説
明
書
」
（
『
明
治
文
化
資
料

叢
書
第
八
巻
』
八
九
頁
。 

（
４
２
） 

拙
論
「
明
治
十
四
年
以
前
に
お
け
る
公
立
中
学
校
の
教
則(
二)
」 

（
「
国
士
舘
大
学
教
育
学
論
叢
二
」
一
九
八
四
年
）
。 

（
４
３
） 

前
掲
「
学
監
考
案
日
本
教
育
法
及
同
説
明
書
」
（
『
明
治
文
化
資

料
叢
書
第
八
巻
』
風
間
書
房
、
一
九
六
一
年
）
五
四
頁
。 

（
４
４
）

『
文
部
省
第
九
年
報
』
三
五
―
三
六
頁
。 

（
４
５
）

『
文
部
省
第
八
年
報
』
九
―
一
〇
頁
。 

（
４
６
）

「
学
制
発
行
ノ
儀
伺
第
七
号
」
（
『
明
治
文
化
資
料
叢
書
第
八
巻
』

風
間
書
房
、
一
九
六
一
年
）
四
一
頁
。 

                                        
 

（
４
７
） 

拙
著
『
明
治
前
期
中
学
校
形
成
史
〔
府
県
別
編
〕
』
梓
出
版
、
二

〇
〇
六
年
、
四
一
頁
、
二
三
九
―
二
四
〇
頁
、
二
九
〇
頁
。 

（
４
８
） 

国
立
教
育
研
究
所
編
『
日
本
近
代
教
育
百
年
史
３
』
九
二
三
頁
。 

（
４
９
） 

前
掲
『
日
本
に
お
け
る
中
学
校
形
成
史
の
研
究
〔
明
治
初
期
編
〕
』

四
八
七
―
四
八
八
頁
。 

（
５
０
） 

前
掲
『
明
治
前
期
中
学
校
形
成
史
〔
府
県
別
編
〕
』
二
七
四
、 

二
七
五
、
二
八
〇
、
二
八
一
―
二
八
二
頁
。 

（
５
１
） 

前
掲
『
明
治
前
期
中
学
校
形
成
史
〔
府
県
別
編
〕
』
二
七
四
、 

二
七
五
、
二
九
〇
頁
。 

（
５
２
） 

前
掲
『
明
治
前
期
中
学
校
形
成
史
〔
府
県
別
編
〕
』
三
一
三
頁
、

三
一
五
―
三
一
六
頁
。 

（
５
３
） 

前
掲
『
日
本
に
お
け
る
中
学
校
形
成
史
の
研
究
〔
明
治
初
期
編
〕
』

四
六
六
―
四
八
〇
頁
。 

（
５
４
）

『
文
部
省
第
十
五
年
報
』
五
〇
頁
。 

（
５
５
）

『
文
部
省
第
十
六
年
報
』
四
六
頁
。 

（
５
６
）

『
文
部
省
第
十
七
年
報
』
四
七
頁
。 

（
５
７
）

『
文
部
省
第
十
一
年
報
』
一
九
―
二
三
頁
。 

（
５
８
）

『
文
部
省
第
十
五
年
報
』
五
二
―
五
三
頁
。 

（
５
９
） 

拙
論
「
明
治
後
期
に
お
け
る
私
立
中
学
校
の
設
置
」
中
の
「
明
治

後
期
・
府
県
別
公
立
中
学
校
設
置
及
び
継
続
表
」
（
日
本
私
学
教
育
研

究
所
「
調
査
資
料
六
五
・
教
育
制
度
等
の
研
究
〈
そ
の
八
〉
」
一
九
七

九
年
）
に
よ
る
。 

（
６
０
）

拙
論
「
明
治
後
期
に
お
け
る
私
立
中
学
校
の
設
置
」
（
日
本
私
学
教

育
研
究
所
「
調
査
資
料
六
五
・
教
育
制
度
等
の
研
究
〈
そ
の
八
〉
」
一

九
七
九
年
）
。 

（
６
１
）

『
文
部
省
第
十
七
年
報
』
三
八
―
四
一
頁
。 
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（
６
２
）

滋
賀
県
立
彦
根
中
学
校
同
窓
会
『
彦
中
五
十
年
史
』
一
九
三
七
年
、

一
五
四
頁
。 

（
６
３
）

姫
中･

姫
路
西
高
百
年
史
編
集
委
員
会
『
姫
中･

姫
路
西
高
百
年
史
』

一
九
七
八
年
、
四
六
―
四
九
頁
。 

（
６
４
）

九
十
年
史
刊
行
委
員
会
『
長
野
県
松
本
中
学
校
・
長
野
県
松
本
深
志

高
等
学
校
九
十
年
史
』
一
九
六
九
年
、
九
〇
頁
。 

（
６
５
）

弘
前
市
教
育
委
員
会
『
弘
前
市
教
育
史
・
上
』
一
九
七
五
年
、
八
七

八
―
八
七
九
頁
。 

（
６
６
）

福
島
県
立
安
積
高
等
学
校
『
安
中
安
高
百
年
史
』
一
九
八
四
年
、
一

五
四
―
一
七
二
頁
。 

（
６
７
）

岐
阜
県
教
育
会
『
岐
阜
県
教
育
五
十
年
史
』
一
九
二
三
年
、
三
四
九

―
三
五
〇
頁
。 

（
６
８
）

山
梨
県
教
育
史
研
究
会
『
山
梨
県
教
育
百
年
史
第
一
巻
』
一
九
七
六

年
、
一
二
九
九
―
一
三
〇
〇
頁
。 


